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ガイドライン項目 ガイドライン第１案への主な意見（自治体、第１回検討会議より） 左記意見への対応（修正案）

タイトル ・「ガイドライン」という言葉では、地域主体でやっていくための
参考書という趣旨が伝わらない。（自治体）

・「手引き」という言葉は、「従うべきもの」という印象が強く、地
域主体の取組を制限しかねない。（検討会）
・「共同管理」という言葉が捉えづらい。（自治体・検討会）

（修正前）「多様な主体で支える地域の里地里山づくり ～里
地里山における「新たな共同管理」推進のための手引き～」

↓
（修正後）「多様な主体で支える地域の里地里山づくり ～里
地里山における「新たな共同利用」推進のために～」

Ⅰ－１

里地里山の現状と保
全活用の重要性

・里地里山は地域でそれぞれ（多様）であることを踏まえて作成
していることが分かりづらい。（検討会）

・里山の多様性を明記し、読み手（自治体担当者）が、それぞ
れの地域の里山（里海含めて）を思い浮かべられるよう記載
内容を追加。

Ⅰ－２
本手引き作成の目的

・市町村レベルでも活用できる。（自治体）

・すでに取組を進めている県では、市町村を活気づけるツール
として利用できるため、市町村も対象にしてほしい。（自治体）
・熱心な地方中核都市も対象としていいのでは。（検討会）

・内容的に市町村でも活用可能と判断。対象を「都道府県・政
令指定都市」から、すべての自治体に変更し、市町村として
の役割や市町村に参考となる取組事例等を追加。

（修正後）対象：「地方公共団体（都道府県・政令指定都市・そ
の他市町村）」

Ⅱ－２（２）

「新たな共同利用」の
役割

・恵みのシェアの部分がない。里山資源を活用したビジネスや
生きがいの創出など、地域が元気になれるような、共同管理の
推進に対する「やりがい」のような話も入れてほしい。（検討会）

・図Ⅱ－３（地域の里地里山の問題への幅広い対応が期待さ
れる「新たな共同利用」）の図中の「期待される効果」を「里地
里山の恵みの発揮」として修正し強調することで、共同利用
の促進により地域の活性化につながるというイメージを持って
もらえるようにした。

Ⅲ－１

実践メニュー（活用
シート）

・各地でよく取り組まれている事例については、より先進的なも
のを記載した方が有益なのでは。（自治体）
・各シートの参考事例が多すぎて分かりづらい。（自治体）

・広島県で行われている県民税を活用した取組等は、里山に
おける多様な主体による取組として好事例である。（検討会）

・活用シートの２箇所に分けて記載していた参考事例を、各仕
組み・取組全体に関わるもののみ残すよう抜粋。
・先進事例・好事例を追加。
【追加事例】
＊（2-1：基金創設）西条・山と水の環境機構「西条・山と水の基金」
＊（4-1：法定外目的税）広島県「ひろしまの森づくり県民税」（県民税活
用「広島市森づくり推進事業」）
＊（6-1：オーナー制度）福岡県八女市「竹林オーナー制度」など

・４－２「公的資金による環境保全型の直接支払制度」は、里
地里山における共同管理という観点からみると、タイプの一つ
として取り上げる取組としては適切でないのでは。（関係省庁）

・左記シート内では環境保全型農業者への支援が中心に書
かれており、共同利用の促進とは直接関連しないため修正
→「生態系サービスへの支払い」の取組紹介に変更。

・アイコンによって、見る内容は限られる（自分の分野のあると
ころしか見ない）可能性はある。（自治体）

・本来、里山行政は横断的に取り組まれるものであるのに、ア
イコンがあることで縦割を助長してしまうのでは。（検討会）

・分野（農地、森林等）のアイコンを削除。

2-1．ガイドライン（最終案）作成に向けた主な意見と対応


